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フィルムの両側に銅メッキを施すことで極薄化が可能に
なった（写真は厚さ８マイクロメートル）

厚さ２マイクロメートルのフィルムの両側に１マイクロ
メートルの銅メッキを施す

帝国イオン、メッキで極薄の４μｍ銅箔　EV電池向け

　メッキ加工を手がける帝国イオン（大阪府東大阪
市）は厚さ４マイクロメートル（マイクロは100万
分の１、μm）の極薄の銅箔を開発した。樹脂フィ
ルムの両側に銅メッキすることで強度を高め、従来
の半分の薄さを実現した。リチウムイオン電池の電
極材を想定しており、電気自動車（ＥＶ）の航続距
離を延ばせるとみている。

　厚さ２マイクロメートルのポリエチレンテレフタ
レート（PET）製フィルムを使用し、両側に１マイ
クロの銅膜をメッキした。フィルムを間に挟まない
純粋な銅箔は８マイクロの厚さが一般的で、それよ
り薄くすると強度が下がり、破れたり切れたりする
おそれがあった。

　帝国イオンは最終的に、リチウムイオン電池の仕
様に合わせて、幅45センチの長尺シートをロール
に巻いた状態で出荷する方針。このほど新エネルギ
ー・産業技術総合開発機構（NEDO）の開発事業に
採択された。2025年度までに量産技術を確立した
い考えだ。

　リチウムイオン電池で電気を取り出す集電体（負
極）は通常、銅箔を積み重ねて作る。銅箔が薄くな
ればエネルギー密度が高まるため、電池の容量など
の性能を高めたり小型化したりしやすくなる。純粋
な銅箔に比べて銅の使用量が半分ですむため、電池
の重さも抑えられる。

　同社はフィルムの両側に銅メッキを施す同様の構造で、すでに厚さ８マイクロメートルの銅箔を開発
済み。純粋な銅箔では難しい極薄を実現することで、リチウムイオン電池での採用を目指す。ＥＶにと
どまらず、太陽光発電、ドローンなど産業用の幅広い分野で需要が高まるとみている。

【関連記事】メッキの技でＥＶ電池軽く　帝国イオン、銅の使用７割減
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